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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第108期

中間連結会計期間
第109期

中間連結会計期間
第108期

会計期間
自　2025年1月1日
 至　2025年6月30日

自　2026年1月1日
 至　2026年6月30日

自　2025年1月1日
 至　2025年12月31日

売上高 （百万円） 69,018 70,749 165,742

経常利益 （百万円） 7,245 3,006 16,995

親会社株主に帰属する

中間（当期）純利益
（百万円） 3,167 1,136 3,656

中間包括利益又は包括利益 （百万円） △896 3,103 5,088

純資産 （百万円） 208,242 209,699 211,008

総資産 （百万円） 260,710 251,891 275,329

1株当たり中間（当期）純利益 （円） 42.61 15.29 49.19

潜在株式調整後1株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.6 82.9 76.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 14,206 460 25,590

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △8,361 △10,220 △154

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △4,508 △4,587 △7,921

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（百万円） 47,032 50,797 64,693

（注）1．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。
2．潜在株式調整後1株当たり中間（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。

 

2【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に係る新たに発生した事業等

のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はあ

りません。

 

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

1）経営成績

　当社紅麹関連製品に関して、健康被害にあわれた方々への誠実な補償対応を最優先に進めるとともに、策定し

た再発防止策を着実に実行しております。

　当中間連結会計期間における当社グループをとりまく経営環境は、中東情勢の緊迫化に伴う軍事衝突の発生

等、地政学リスクが急速に高まっており、これに起因する国際物流の混乱やエネルギー価格の高騰、資材確保の

難化に加え、為替変動や各国の法規制強化といったリスクも重なり、先行き不透明な状況が続きました。

　その結果、売上高は70,749百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は2,162百万円（前年同期比67.5％減）、

経常利益は3,006百万円（前年同期比58.5％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は1,136百万円（前年同期比

64.1％減）となりました。

　なお、中東情勢による当中間連結会計期間の業績への影響は軽微でありますが、引き続き情勢を注視し、リス

クの極小化に努めてまいります。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

 

国内事業

　当事業では、今春発売した9品目の新製品が売上増加に貢献しました。代表的な製品として、食後血糖値とヘ

モグロビンA1c（HbA1c）値の両方を対策できるサプリメント「サラシア100プレミアム」、口内に広がる炭酸感

と爽快感で洗ったような息リセットを実感できるタブレット型のブレスケア「ブレスケア 炭酸タブレット」、

表面をなめらかにすることで着色汚れの付着を抑制し、艶やかで自然な白い歯にするハミガキ「美白スミガキ

プレミアム」、お部屋やトイレに漂う10大悪臭を無香料で瞬間消臭できるスプレー消臭剤「消臭元ZEROスプ

レー」等があります。

　紅麹関連製品の自主回収に伴い広告を一時停止していましたが、2025年7月の本格的なテレビ広告再開を機

に、その後も継続的にマーケティング活動を展開しております。中東情勢の影響に伴い、広告・販促活動を一部

抑制した中でも、売上高は堅調に推移しております。

　その結果、売上高は54,617百万円（前年同期比1.8％増）、セグメント利益は4,291百万円（前年同期比47.6％

減）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前中間連結会計期間では1,903

百万円、当中間連結会計期間では2,618百万円となっております。

　なお、自社通販サイト及びコールセンターを通じた製品の販売は2025年12月末をもって終了いたしました。そ

れに伴い、以下の外部顧客への売上高の内訳につきましては、前中間連結会計期間のヘルスケア28,649百万円に

通販1,483百万円を含めて表示しております。

 

（外部顧客への売上高の内訳）

 

 

前中間連結会計期間

（自　2025年1月1日

至　2025年6月30日）

当中間連結会計期間

（自　2026年1月1日

至　2026年6月30日）

増減

 金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　ヘルスケア 28,649 29,218 569 2.0

　日用品 22,148 22,049 △99 △0.4

　カイロ 958 731 △227 △23.7

　合計 51,756 51,999 242 0.5
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国際事業

　当事業では、米国・中国・東南アジアを中心に、カイロや額用冷却シート「熱さまシート」、外用消炎鎮痛剤

「アンメルツ」等を販売しており、広告や販売促進等、積極的に投資することで売上拡大に努めました。

　米国では、当第1四半期より継続しているヘルスケア関連製品の供給問題等により、減収となりました。

　中国では、「熱さまシート」、「アンメルツ」を中心に、その他多くの製品も好調に推移し、大幅な増収とな

りました。

　東南アジアにおいても、「熱さまシート」、「アンメルツ」が堅調に推移し、増収となりました。

　その結果、売上高は19,195百万円（前年同期比8.1％増）、セグメント損失は2,175百万円（前年同期はセグメ

ント損失1,496百万円）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前中間連結会計期間では739百

万円、当中間連結会計期間では792百万円となっております。

 

（外部顧客への売上高の内訳）

 

 

前中間連結会計期間

（自　2025年1月1日

至　2025年6月30日）

当中間連結会計期間

（自　2026年1月1日

至　2026年6月30日）

増減

 金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　米国 7,888 7,217 △670 △8.5

　中国 3,697 4,954 1,257 34.0

　東南アジア 3,558 3,999 440 12.4

　その他 1,871 2,231 360 19.3

　合計 17,015 18,403 1,387 8.2

 

その他

　その他には、運送業、合成樹脂容器の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおり、各社は独立採算

で経営し、資材やサービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。

　その結果、売上高は3,402百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント利益は133百万円（前年同期比92.2％

増）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前中間連結会計期間では2,861

百万円、当中間連結会計期間では3,055百万円となっております。

 

2）財政状態

　総資産は、前連結会計年度末に比べ23,437百万円減少し、251,891百万円となりました。主な要因は、現金及

び預金の減少（15,284百万円）、受取手形及び売掛金の減少（18,054百万円）、商品及び製品の増加（6,121百

万円）等によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ22,128百万円減少し、42,192百万円となりました。主な要因は、未払金の減

少（14,438百万円）、電子記録債務の減少（3,695百万円）等によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ1,309百万円減少し、209,699百万円となり、自己資本比率は82.9％となり

ました。主な要因は、利益剰余金の減少（3,323百万円）、為替換算調整勘定の増加（2,492百万円）等によるも

のです。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは460百万円（前年同期は14,206百万円）となりました。これは主に、税金

等調整前中間純利益が2,221百万円、減価償却費が4,034百万円、売上債権の減少額が18,399百万円、棚卸資産の

増加額が6,790百万円、仕入債務の減少額が4,430百万円、未払金の減少額が7,846百万円、法人税等の支払額が

2,032百万円あったためです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは△10,220百万円（前年同期は△8,361百万円）となりました。これは主

に、定期預金の預入による支出が2,291百万円、定期預金の払戻による収入が1,887百万円、有形固定資産の取得に

よる支出が10,137百万円あったためです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは△4,587百万円（前年同期は△4,508百万円）となりました。これは主に、

配当金の支払額が4,458百万円あったためです。

 

　以上の結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は、前連結会計年度末より13,896百万円減少し、

50,797百万円となりました。

 

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

　当社グループは、「我々は、絶えざる創造と革新によって新しいものを求め続け、人と社会に素晴らしい『快』

を提供する」という経営理念を掲げております。この理念のもと、長年にわたり「“あったらいいな”をカタチに

する」をコーポレートスローガンとし、お客様のお困りごとを解決する製品を通じて新市場を創造してまいりまし

た。

　2024年に発生した当社紅麹関連製品の回収事案を厳粛に受け止め、健康被害にあわれたお客様への対応に全力を

尽くすとともに、「品質と安全を最優先に考えたものづくり」という原点に立ち戻り、信頼回復に向けた企業改革

を断行しております。当社グループは、失われた信頼の回復を最優先課題と位置づけ、改めて当社のパーパスであ

る「見過ごされがちなお困りごとを解決し、人々の可能性を支援する」を深く見つめ直しました。これまでの

「“あったらいいな”」という価値提供から一歩進み、お客様にとって「“これがないと困る”」と感じていただ

けるような、より高い価値を持つ製品を創造し、再び社会に貢献できる企業となることを目指し、「2035年長期ビ

ジョン」を掲げております。

 

2035年長期ビジョン

・目指す状態： お客様満足を徹底して追求した製品を生み出してグローバルへ展開し、新しい生活習慣の創造

をリードする企業となる。

・意志・想い： お客様の“あったらいいな”を発見し、“これがないと困る”と感じていただける製品を創造

する。

・2035年目標： 売上高 3,000億円

 

　この長期ビジョンの実現に向け、新たな小林製薬として再成長を図るために2026年12月期から2028年12月期まで

を対象とする新中期経営計画を策定いたしました。テーマは「将来の持続的成長を実現するために、未来につなが

る土台を築く」です。この3年間は、延長線上での成長を目指す期間ではありません。「信頼」を再構築する経営

基盤強化と再び「持続的な成長」を実現するための企業変革に全力を注ぎ、次の飛躍に向けた強固な足腰を作る期

間と位置づけます。

 

具体的な施策として、以下の5つの戦略骨子を掲げました。
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＜中期経営計画の5つの戦略骨子＞

 

①『信頼』を再構築する経営基盤強化

　品質の更なる向上に加え、社員一人ひとりが専門性を発揮しイキイキと活躍する人的資本経営への転換によ

り、信頼回復と持続的成長に向けた経営基盤を強化し、未来につながる土台を作ります。

 

②再び『持続的な成長』を実現するための企業変革

　利益改善活動に加え、全社員が誇りとやりがいを持って挑戦できる組織風土を醸成することで、持続的な成

長を実現するための経営資源（ヒト・モノ・カネ）と原動力を生み出します。

 

③『国内事業』の持続的成長

　経営資源の配分にメリハリをつけ、創出されたリソースを活用することにより、新製品開発の質向上と既存

ブランドの更なる伸長を図ります。

 

④『グローバル』展開の加速と基盤確立

　国際事業における開発・マーケティングのリソースを最適化し、各地域に合わせた戦略を展開することで、

グローバル展開の加速を図ります。

 

⑤『企業価値向上』に向けた資本効率経営

　現預金水準の適正化や非事業資産の売却により生み出す原資を、持続的成長と企業価値向上に向けた戦略的

資金に配分します。

 

（5）研究開発活動

　当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をコーポレートスローガンに、お客様自身も気づいて

いない必要なお困りごとを発見し、確かな品質の製品・サービスをお届けすることを使命と考えております。

「あったらいいな」から生まれた製品が暮らしの中で新しい習慣となり、「これがないと困る」と感じていただ

けるよう、「今までになかった満足」を世界中に提供する研究開発に取り組んでおります。

　当中間連結会計期間のグループ全体の研究開発費は4,048百万円であります。

　なお、国内事業では当中間連結会計期間において、製品開発力の強化を目的に、大阪府箕面市内に「彩都ものづ

くりラボ」を竣工いたしました。本施設は、「中央研究所」が担ってきた研究開発機能と、「大阪工場」内にあっ

た製造本部の技術開発機能を統合させた、当社の新たな“ものづくり”の中核拠点です。2026年4月より順次稼働

を開始しております。

 

（6）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設のうち、当中間連結会計期間に完了したものは、

次のとおりであります。

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容
投資総額

(百万円)
完了年月

小林製薬㈱ 大阪府箕面市彩都 国内事業 研究設備 17,570 2026年4月

 

 

3【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 340,200,000

計 340,200,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年8月7日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 78,050,000 78,050,000 東京証券取引所　プライム市場
単元株式数

100株

計 78,050,000 78,050,000 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2026年1月1日～

2026年6月30日
－ 78,050,000 － 3,450,000 － 522,500
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（5）【大株主の状況】

  2026年6月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

小林　章浩 神戸市東灘区 9,264 12.46

(公財)小林財団 大阪市中央区道修町4-4-10 6,000 8.07

日本マスタートラスト信託

銀行㈱（信託口）
東京都港区赤坂1-8-1 5,360 7.21

オアシスジャパンストラテ

ジックファンド（常任代理

人ゴールドマン・サックス

証券㈱）

PO. Box 309 Ugland House Grand Cayman

KY1-1104　Cayman Islands

（東京都港区虎ノ門2-6-1）

3,855 5.19

渡部　育子 東京都千代田区 2,325 3.13

㈱フォーラム 大阪市中央区安土町2-3-13 大阪国際ビル3階 2,071 2.79

オアシスジャパンストラテジ

ックファンドＹ

（常任代理人シティバンク、

エヌ・エイ東京支店）

Maples Corporate Services Ltd, PO. Box

309 Ugland House South Church Street,

George Town, Grand Cayman

KY1-1104　Cayman Islands

（東京都新宿区新宿6-27-30）

2,039 2.74

オアシスインベストメントⅡ

マスターファンド

（常任代理人ゴールドマン・

サックス証券㈱）

PO. Box 309 Ugland House Grand Cayman

KY1-1104　Cayman Islands

（東京都港区虎ノ門2-6-1）

1,946 2.62

井植　由佳子 兵庫県芦屋市 1,863 2.51

㈱慧光 兵庫県芦屋市六麓荘町6-30 1,700 2.29

計 － 36,426 49.00

 
（注）1．当社は、自己株式を3,711千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2．2026年5月13日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書（大量保有報告書の変更報告書）において、オアシス

マネジメント カンパニー リミテッドが2026年5月1日現在で以下の株式を保有している旨が記載されているも

のの、当社として当中間会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況

には含めておりません。なお、その大量保有報告書の変更報告書の記載内容は次のとおりです。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

株券等保有割合

（％）

オアシス マネジメント カ

ンパニー リミテッド

ケイマン諸島、KY1-1104、グランド・

ケイマン、ウグランド・ハウス、私書

箱309、メイプルズ・コーポレート・

サービシズ・リミテッド

10,436 13.37
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（6）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

「1(1)②発行済株式」

の「内容」欄に記載の

とおりであります。普通株式 3,711,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 74,192,300 741,923

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 普通株式 146,400 － －

発行済株式総数  78,050,000 － －

総株主の議決権  － 741,923 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

　　　　また、「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権数20個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2026年6月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)

小林製薬㈱
大阪市中央区道修町4-4-10 3,711,300 － 3,711,300 4.76

計 － 3,711,300 － 3,711,300 4.76

（注）当中間会計期間末日の自己保有株式数は、3,711,379株であります。

 

2【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第

28号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の5第1項の表の第1号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

1編及び第3編の規定により第1種中間連結財務諸表を作成しております。

 

2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年1月1日から2026年6月30日

まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

EDINET提出書類

小林製薬株式会社(E01047)

半期報告書

10/25



1【中間連結財務諸表】

（1）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年6月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 62,314 47,029

受取手形及び売掛金 52,180 34,125

有価証券 8,300 10,300

商品及び製品 14,710 20,831

仕掛品 2,022 2,317

原材料及び貯蔵品 6,020 6,789

その他 3,316 3,453

貸倒引当金 △45 △18

流動資産合計 148,820 124,828

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 33,248 49,076

機械装置及び運搬具（純額） 7,004 7,910

工具、器具及び備品（純額） 2,591 2,796

土地 6,211 6,611

リース資産（純額） 655 695

建設仮勘定 17,656 2,510

有形固定資産合計 67,367 69,601

無形固定資産   

のれん 7,711 7,244

商標権 6,566 5,997

ソフトウエア 2,620 2,813

その他 516 541

無形固定資産合計 17,414 16,596

投資その他の資産   

投資有価証券 31,840 30,684

長期貸付金 1,334 1,343

退職給付に係る資産 891 944

繰延税金資産 5,264 5,530

投資不動産（純額） 2,442 2,428

その他 1,335 1,299

貸倒引当金 △1,382 △1,366

投資その他の資産合計 41,726 40,864

固定資産合計 126,508 127,062

資産合計 275,329 251,891
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年6月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※1 8,458 7,891

電子記録債務 6,440 2,745

未払金 30,916 16,477

リース債務 319 271

未払法人税等 1,852 862

未払消費税等 1,138 333

賞与引当金 3,052 3,025

製品回収関連損失引当金 2,176 1,351

その他 5,783 5,112

流動負債合計 60,137 38,071

固定負債   

リース債務 359 452

退職給付に係る負債 989 1,006

その他 2,833 2,660

固定負債合計 4,182 4,120

負債合計 64,320 42,192

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,450 3,450

資本剰余金 522 522

利益剰余金 204,240 200,916

自己株式 △24,767 △24,768

株主資本合計 183,444 180,120

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,085 12,528

為替換算調整勘定 13,012 15,505

退職給付に係る調整累計額 663 692

その他の包括利益累計額合計 26,761 28,726

新株予約権 793 841

非支配株主持分 9 10

純資産合計 211,008 209,699

負債純資産合計 275,329 251,891
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（2）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年1月1日
　 至　2025年6月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年1月1日
　 至　2026年6月30日)

売上高 69,018 70,749

売上原価 32,873 34,418

売上総利益 36,145 36,330

販売費及び一般管理費 ※1 29,496 ※1 34,168

営業利益 6,648 2,162

営業外収益   

受取利息 125 288

受取配当金 332 303

不動産賃貸料 153 142

為替差益 － 13

その他 504 248

営業外収益合計 1,117 996

営業外費用   

支払利息 12 10

不動産賃貸原価 51 39

為替差損 306 －

その他 149 101

営業外費用合計 519 151

経常利益 7,245 3,006

特別利益   

固定資産売却益 55 5

投資有価証券売却益 110 461

受取保険金 － 372

その他 12 12

特別利益合計 179 851

特別損失   

固定資産処分損 27 84

製品回収関連損失 ※2 2,912 ※2 661

事業所統合費用 － ※3 683

その他 235 206

特別損失合計 3,175 1,636

税金等調整前中間純利益 4,248 2,221

法人税、住民税及び事業税 1,520 1,030

法人税等調整額 △434 52

法人税等合計 1,085 1,082

中間純利益 3,163 1,138

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△3 1

親会社株主に帰属する中間純利益 3,167 1,136
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年1月1日
　 至　2025年6月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年1月1日
　 至　2026年6月30日)

中間純利益 3,163 1,138

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 312 △556

為替換算調整勘定 △4,402 2,492

退職給付に係る調整額 29 29

その他の包括利益合計 △4,059 1,965

中間包括利益 △896 3,103

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △892 3,101

非支配株主に係る中間包括利益 △4 1
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（3）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年1月1日
　 至　2025年6月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年1月1日
　 至　2026年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 4,248 2,221

減価償却費 3,622 4,034

のれん償却額 690 734

製品回収関連損失引当金の増減額（△は減少） 216 △824

受取利息及び受取配当金 △458 △591

受取保険金 － △372

支払利息 12 10

投資有価証券売却損益（△は益） △110 △461

固定資産除売却損益（△は益） △27 79

売上債権の増減額（△は増加） 15,714 18,399

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,253 △6,790

仕入債務の増減額（△は減少） 917 △4,430

未払金の増減額（△は減少） △5,630 △7,846

未払消費税等の増減額（△は減少） 627 △1,422

その他 2,895 △1,714

小計 15,462 1,025

利息及び配当金の受取額 388 509

利息の支払額 △16 △12

保険金の受取額 － 970

法人税等の支払額 △1,627 △2,032

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,206 460

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △14,384 △2,291

定期預金の払戻による収入 11,279 1,887

有形固定資産の取得による支出 △5,590 △10,137

有形固定資産の売却による収入 237 75

無形固定資産の取得による支出 △340 △538

投資有価証券の取得による支出 △9 △5

投資有価証券の売却による収入 151 814

その他 295 △24

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,361 △10,220

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △4,382 △4,458

その他 △125 △128

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,508 △4,587

現金及び現金同等物に係る換算差額 △277 451

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,058 △13,896

現金及び現金同等物の期首残高 45,973 64,693

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 47,032 ※ 50,797
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

※1　期末日満期手形

連結会計年度末日満期手形の会計処理については、前連結会計年度末の末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。前連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。

 
前連結会計年度
（2025年12月31日）

当中間連結会計期間
（2026年6月30日）

支払手形 332百万円 －百万円

 

   

 

2　　当社及び連結子会社（Kobayashi Healthcare Australia Pty.,Ltd.、小林製薬（中国）有限公司）におい

ては、運転資金の効率的な調整を行うため、取引銀行5行と当座貸越契約等を締結しております。これら契約

に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年12月31日）

当中間連結会計期間
（2026年6月30日）

当座貸越極度額及び貸出

コミットメントの総額
16,341百万円 16,465百万円

借入実行残高 － －

差引額 16,341 16,465

 

　3　　偶発債務

　当社紅麹関連製品に関する健康被害や自主回収情報等を公表して2年以上経過しましたが、引き続き企業

様からの回収費用に係る情報収集及びその費用のお支払いや、健康被害にあわれたお客様からの補償申請書

類の確認や医療費等の補償のお支払いを順次進めているところです。

　当該事象に関連して、主に企業様向け紅麹原料の回収費用及び健康被害にあわれたお客様への補償費用に

ついて、現時点で合理的に見積り可能な範囲内で、製品回収関連損失引当金として計上しておりますが、訴

訟等、現時点で合理的な見積りに及ばない範囲については、当社がその総額を合理的に見積ることは困難で

あり、追加的に費用が発生する可能性があります。
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（中間連結損益計算書関係）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2025年1月1日

　　 至 2025年6月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2026年1月1日

　　 至 2026年6月30日）

販売促進費 1,504百万円 1,545百万円

運賃保管料 2,606 2,616

広告宣伝費 2,800 6,795

給料手当及び賞与 8,234 8,336

退職給付費用 401 385

支払手数料 2,597 2,597

研究開発費 4,097 4,048

 

 

※2　製品回収関連損失

　当中間連結会計期間において、紅麹関連製品の回収及びその関連費用等について、製品回収関連損失661

百万円を特別損失として計上しております。製品回収関連損失の主な内訳は、企業様向け紅麹原料の回収費

用、健康被害にあわれたお客様への補償費用及び製品回収関連損失引当金の繰入等となります。

 

※3　事業所統合費用

　「中央研究所」が担ってきた研究開発機能と、「大阪工場」内にあった製造本部の技術開発機能を統合さ

せた、「彩都ものづくりラボ」を竣工いたしました。これに伴い発生した機器の移設費用及び廃棄費用等に

ついて、当中間連結会計期間に事業所統合費用683百万円を特別損失として計上しております。

 

　4　「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」の適用

　当社グループは、「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」

（実務対応報告第46号　2024年3月22日）第7項を適用し、当中間連結会計期間を含む対象会計年度に関する

国際最低課税額に対する法人税等を計上しておりません。

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2025年1月1日
 至 2025年6月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年1月1日
 至 2026年6月30日）

現金及び預金勘定 56,288百万円 47,029百万円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △16,055 △6,532

償還期間が3ヶ月以内の有価証券 6,800 10,300

現金及び現金同等物 47,032 50,797
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年1月1日　至　2025年6月30日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年2月19日

取締役会
普通株式 4,385 59 2024年12月31日 2025年3月14日 利益剰余金

 

 2．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年8月5日

取締役会
普通株式 3,270 44 2025年6月30日 2025年9月4日 利益剰余金

 

3．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年1月1日　至　2026年6月30日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年2月18日

取締役会
普通株式 4,460 60 2025年12月31日 2026年3月9日 利益剰余金

 

 2．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年8月6日

取締役会
普通株式 3,345 45 2026年6月30日 2026年9月3日 利益剰余金

 

3．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年1月1日　至　2025年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

中間
連結損益
計算書
計上額
（注）3

 
国内
事業

国際
事業

計

売上高        

日本 51,756 － 51,756 245 52,002 － 52,002

米国 － 7,888 7,888 － 7,888 － 7,888

中国 － 3,697 3,697 － 3,697 － 3,697

東南アジア － 3,558 3,558 － 3,558 － 3,558

その他 － 1,871 1,871 － 1,871 － 1,871

顧客との契約から生じる

収益
51,756 17,015 68,772 245 69,018 － 69,018

外部顧客への売上高 51,756 17,015 68,772 245 69,018 － 69,018

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,903 739 2,642 2,861 5,503 △5,503 －

計 53,660 17,755 71,415 3,106 74,521 △5,503 69,018

セグメント利益又は損失

（△）
8,194 △1,496 6,697 69 6,767 △118 6,648

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器の

製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失の調整額△118百万円は、セグメント間取引消去であります。

3．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年1月1日　至　2026年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

中間
連結損益
計算書
計上額
（注）3

 
国内
事業

国際
事業

計

売上高        

日本 51,999 － 51,999 347 52,346 － 52,346

米国 － 7,217 7,217 － 7,217 － 7,217

中国 － 4,954 4,954 － 4,954 － 4,954

東南アジア － 3,999 3,999 － 3,999 － 3,999

その他 － 2,231 2,231 － 2,231 － 2,231

顧客との契約から生じる

収益
51,999 18,403 70,402 347 70,749 － 70,749

外部顧客への売上高 51,999 18,403 70,402 347 70,749 － 70,749

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,618 792 3,410 3,055 6,465 △6,465 －

計 54,617 19,195 73,812 3,402 77,214 △6,465 70,749

セグメント利益又は損失

（△）
4,291 △2,175 2,116 133 2,249 △87 2,162

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器の

製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失の調整額△87百万円は、セグメント間取引消去であります。

3．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（1株当たり情報）

　　1株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2025年1月1日
 至　2025年6月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年1月1日
 至　2026年6月30日）

1株当たり中間純利益 42円61銭 15円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 3,167 1,136

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円）
3,167 1,136

普通株式の期中平均株式数（千株） 74,338 74,338

（注）潜在株式調整後1株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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（重要な後発事象）

（連結子会社の持分譲渡）

　当社は、2026年8月6日開催の取締役会において、当社の連結子会社（孫会社）である「江蘇小林製薬有限公

司（以下「江蘇小林製薬」といいます）」の持分の全てを、「万全万特製薬（厦門）有限公司」へ譲渡するこ

と（以下「本譲渡」といいます）を決議いたしました。

 

1. 譲渡先企業の名称

　万全万特製薬（厦門）有限公司

 

2. 譲渡する連結子会社の名称及び事業の内容

　名称　　　　：江蘇小林製薬有限公司

　事業の内容　：一般用医薬品（水虫薬、ニキビ薬）等の製造

 

3. 持分譲渡を行う主な理由

　2018年6月、中国の一般用医薬品ビジネスの展開・拡大を目的として、当社の100％子会社で中国における統

括会社である小林製薬（中国）有限公司が、現地の医薬品製造販売会社であった「江蘇中丹製薬有限公司」の

持分を譲り受けました。その後、会社名を「江蘇小林製薬有限公司」に変更し、必要な投資をおこなったうえ

で、江蘇小林製薬が保有する製品（水虫薬やニキビ薬等）の製造販売を行ってきました。

　現在、当社は持続的成長の実現に向け、企業変革に取り組んでおります。昨今の中国における医薬品制度の

変化や市場環境、ならびに当社の事業ポートフォリオや江蘇小林製薬の製造販売事業を精査した結果、今後は

自社工場を持たずとも中国で一般用医薬品ビジネスの拡大が可能であるとの結論に至り、江蘇小林製薬の持分

を譲渡することが最良であると判断し、本譲渡を決定いたしました。

 

4. 持分譲渡日（予定）

　2026年10月末

 

5. 譲渡後の持分比率

　0%

 

6. 譲渡損益

　本譲渡に伴い、2026年12月期において特別損失の計上を見込んでおりますが、金額については現在精査中で

す。今後開示すべき事項が発生した場合には速やかにお知らせします。

 

（投資有価証券の売却）

　当社は、2026年6月9日開催の取締役会において、当社が保有する株式会社PALTACの全株式を、株式会社メ

ディパルホールディングスが実施する株式公開買付（TOB）に応募することを決議し、2026年7月8日に売却が

成立いたしました。

　当該売却により、2026年12月期第3四半期連結会計期間において、投資有価証券売却益3,282百万円を特別利

益に計上いたします。
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2【その他】

（1）期末配当

2026年2月18日開催の取締役会において、2025年12月31日を基準日として、期末配当を行うことを決議いたしま

した。

配当金の総額並びに、剰余金の配当は以下のとおりであります。

（決議）
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

支払請求の効力発生日
及び支払開始日

　　2026年2月18日

　　取締役会
4,460 60 2026年3月9日

（注）2025年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

 

（2）中間配当

2026年8月6日開催の取締役会において、2026年6月30日を基準日として、中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

配当金の総額並びに、剰余金の配当は以下のとおりであります。

（決議）
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

支払請求の効力発生日
及び支払開始日

　　2026年8月6日

　　取締役会
3,345 45 2026年9月3日

（注）2026年6月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年8月7日

小林製薬株式会社

取締役会　御中
 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 村　上　和　久

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　裕　幸

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小林製薬株式会社

の2026年1月1日から2026年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年1月1日から2026年6月30日まで）に

係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、小林製薬株式会社及び連結子会社の2026年6月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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